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令和７年４月２３日 

Ｄ Ｘ 推 進 担 当 部 

Ｄ Ｘ 推 進 担 当 課 

 

標準準拠システムの通信障害に関する対応状況について 

 

令和７年２月２７日開催のＤＸ・地域行政・公共施設整備等推進特別委員会にて報告した

標準準拠システムの通信障害に関して、対応状況を下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 通信障害に関する公表について 

令和７年２月１９日（水曜日）１２時頃から１４時３０分頃にかけて発生した、標準準拠システム

の通信障害に関して、別紙のとおり東日本電信電話株式会社（以下、「NTT 東日本」という。）

のホームページにて原因等が公表された。 
 

２ 本通信障害に係る通信費の一部返還等について 

NTT 東日本との協議の結果、区は契約約款に基づき、通信障害が発生した回線の通信費

（月額分）の２０％にあたる、１２０，０００円が減額された金額を支払うこととした。 

 

３ 再発防止について 

（１）メンテナンス作業の区への事前通知の徹底 

重要度の高い通信回線のメンテナンス作業の実施にあたっては、必ず NTT 東日本から区

に事前通知するとともに、区の承認をもって作業を行うものとした。 

（２）区のネットワーク環境を考慮した作業計画の策定及び事前評価の徹底 

本件はメンテナンス作業の計画策定時に、区ネットワーク環境に対する事前評価が不十分

であったことで、開庁時間中に作業を行い、不測の通信障害が発生したものである。 

このことを踏まえて、NTT 東日本には、社内体制を強化し、区のネットワーク環境を考慮し

た作業計画を策定するとともに、事前に評価したうえで作業を実施することを改めて徹底さ

せた。 

（３）区の庁内ネットワークとガバメントクラウド間の通信に関する監視の強化 

障害発生の検知にかかる時間の短縮を図るため、ネットワークの監視機能を強化する仕組

みを構築していく。 

（４）庁内の連絡体制強化 

   標準準拠システム等のシステム障害や通信障害の情報を迅速に共有するため、Teams の

チームを作成し、連絡体制の強化を図った。 
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